
｢巡検会報告」

由布？鶴見岳周辺地域の火山地質について

1．はじめに

今回，5月13日（土）～14日（日）2日

間にわたって，由布・鶴見岳周辺地域の巡検

会が行われた。

この報告では，会員の方々の今後の研究に

生かしていただきたいと考え、二日間の巡検

の詳細とともに，火山地質に関するいくつか

の現象について記述する。

初日は，昼食後より，雨が降りだし，若干

の行程変更を行ったが，ほぼ予定の地点をめ

ぐることができた。

さらに，由布岳西方の池代火砕流中に点在

する巨大岩塊の観察を追加して，一日目を終

了した。

二日目は，なんとか天候も回復し，塚原温

泉に5年前に出現した泥火山の観察からスター

トした。巡検は順調に進み，午後1時前には

由布岳を背に帰路についた。途中，阿蘇外輪・

象ケ鼻において行われている遺跡の発掘現場

を見学した。ここでは，草千里降下軽石層の

下で石器が見つかっており，この地域への古

代人の進出が3万年前にさかのぼるというこ

とであった。そして，全員事故もなく大学に

着き，その後各自家路についた。

今回の巡検では，二日間にわたって，渡辺

一徳先生には，懇切丁寧にお教えいただいた。

また，今回の巡検は「フィールドガイド・日

本の火山⑤九州の火山（高橋正樹十4淋哲夫

[編築地書館)」を参考としたが，実際に使用

してみて，このガイドブックが大変使いやす

いものであることを実感した。

2．巡検地域概略

今回の巡検地域は，大分県中東部，別府市

の西に位置する。地質学的には，この地域は，

別府一島原地溝内の一部である由布一鶴見地

溝の中にあり由布岳・鶴見岳は比較的新しい

火山である。また，鶴見岳やその北方の伽藍

岳（塚原温泉より上った地点）では，現在も
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噴気活動が続いている。

由布・鶴見火山の活動は，この地域に分布

する広域テフラとの関係から九重第1軽石層

(Kj-Pl)より古い時代から活動を開始して

いることがわかっている。この九重第1軽石

層の活動は4万年前より古く，7～8万年前

という報告もある。それ以降,AT火山灰

（2万5千年前）までの間にも噴火活動があっ

たようだが，詳しいことはわかっていない。

また，伽藍岳や鬼箕山はAT火山灰より新し

く,K-Ah火山灰より古いことがわかって

いる。

約2000年前より由布火山山頂付近で規模

の大きな噴火が発生し，それにともなう，崩

壊地形や溶岩ドーム出現，火砕流の発生や溶

岩流も見られる。また，一連の噴火による火

山灰も東方に広く堆積している（由布岳火山

灰)oその後も噴火は継続したものと思われ

る（由布岳ラピリ)。

この後は，主に鶴見火山（鶴見岳・伽藍岳

が中心）で噴火がおこった。伽藍岳の噴火で

は，西麓の沢ぞいに土石流が流下した。最近

では，1995年に伽藍岳の崩壊地形内部で泥

火山が出現した。

3．巡検地解説

今回，2日間で観察した巡検地とその内容

は以下のようなものである。

5月13日（土）

(1)観見岳山頂・・別府市街地地域の地形，

由布火山および鶴見火山周辺地形観察

(2)鶴見岳登山道・・広域テフラおよび由布・

鶴見火山噴出物観察

(3)由布岳登山口・・広域テフラおよび由布・

鶴見火山噴出物観察，火砕流にともなう地

形観察

(4)雨乞牧場・・広域テフラおよび由布・鶴

見火山噴出物観察周辺地域の火山地形観察

(5)由布岳西麓の池代火砕流・・冷却節理





K-Ah火山灰がふくまれる基質をおおう由

布岳火山灰(YA1)の直上の腐植土層中に

は粒径1cm以下の岩片が含まれる層がある。

これが，由布岳ラピリで，由布岳での一連の

噴火活動後の断続的な小規模噴火によるもの

である。さらに，その直上には，鶴見岳の最

新の噴出物である灰白色の鶴見岳火山灰があ

る。これは，歴史時代の867年の噴出物かも

しれないとされているが，確実なところはわ

かっていない。

【広域テフラについて】

巨大噴火の産物（噴出総量10kn!以上）で

あって，給源から数百km～数千km以上隔たっ

た地域においても，独立した地層として認め

られるテフラ（噴火の際に火口から放出され，

空中を飛行して地表に堆積した火山破屑物の

総称。近年，降下火砕堆積物,火砕流唯樹勿，

火砕サージ堆積物の総称として用いられるこ

ともある。ギリシア語で「灰」の意）を指す。

広域火山灰ともいい，この用語がしばしば使

われるようになったのは，姶良Tn火山灰

(AT火山灰)(町田ほか，1976）が日本列島

に広域に分布することが判明してからである。

その後，今回も見られたアカホヤ(K-Ah

火山灰)，Aso-4火山灰，また，洞爺テフラ

など第四紀後半の広域テフラが各地から発見

されるようになった。これらの広域テフラは，

遠くはなれた地域間の地層や地形面の対比・

編年に重要であり火山学的にも巨大噴火の機

構。経過を知るうえでも，欠くことができな

い。現在知られている広域テフラは，大規模

なプリニアン噴火による降下テフラ，大規模

な火砕流と同時に生成したコイグニンブライ

トアッシュ（火砕流とほぼ同時に生成した降

下テフラ）に大別できるo(新版地学事典）

(3)由布岳登山口

登山道入り口の浸食されてできたガリーの

側壁の露頭を観察すると，下位から，ローム

層とそれにはさまれたK-Ah火山灰，九重

火山の大船山系からの噴出物である殿原スコ

リア，その上位に腐植土層をはさんで由布岳

火山灰・火砕流堆積物が見える。

黒色の腐植士層中に赤褐色の明瞭な層をな

すK-Ah火山灰が見られるoK-Ah火山灰
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の上の腐植土層中をよく観察すると赤褐色の

小さなスコリアが見られる｡これが殿原スコ

リアである。その上の腐植土層の上にあるご

く薄く黄褐色でざらざらしたものが由布岳火

山灰である。そのすぐ上に紫灰色の細粒火山

灰である池代火砕流の灰かぐらの堆積物があ

り，その上に火砕流堆積物が見られる。この

火砕流堆積物をよく観察すると少なくとも3

層確認できる。この薄い火砕流堆積物は，由

布岳山頂溶岩の崩壊により発生した火砕流堆

積物と考えられる（写真Do

この観察地点から北～東側の草原を眺める

と，流れ下ってきた火砕流が急激に移動のエ

ネルギーを失って止まったことを示す地形が

はっきりと見られる。また，火砕流によって

運ばれた2～3mの岩塊が点在して見られる。

このような様子は,1990年から活動をはじ

めた雲仙普賢岳で起きた火砕流でも観察され

ている。

(4)雨乞牧場

由布岳登山口から，車で国道を湯布院市街．

地へ戻る途中，左手へ上がる道へ進むo眼下

に湯布院市街地が見渡せ，やがて，左へ大き

くカーブすると左手奥に大きな露頭力現える。

写真1由布岳登山道(3)の露頭



ここでは，今回の由布・鶴見岳巡検で唯一

阿蘇火砕流堆積物を観察できる。露頭の最下

部を覆う土を削ると，全体にオレンジ色をし

た層が現われる。これが，鳥栖オレンジ軽石

流(WATANABE/1978)と対比できる阿

蘇カルデラ起源の堆積物である。基質中には’

発泡のよい角閃石を含む軽石が散在する非溶

結の堆積物である。その上位にはローム層を

はさんで九重第1軽石(Kj-Pl)が堆積し
ている。この層は，下部が青灰色の火山灰と

黄灰色のガラス質火山灰の互層で，上部は軽

石層である。そのうえにやや黒い層がある。

その層の直上にやや白っぽいところがある｡

この堆積物をルーペで丁寧に観察するとバブ

ルウオール型のガラスが見られる。この部分

がAT火山灰である。さらに，上にたどって

いくと黒い層にはさまれるように赤っぽいK－

Ah火山灰がはっきり見られるoこの上の黒

いローム層中には，地点(3)でも見られた赤､

殿原スコリアが観察できる（写真2)o

写真2雨乞牧場(4)の露頭

この露頭を西側に周りこむと，由布岳のほ

ぼ南半部を眺めることができる。もちろん，

地点(3)で見られた火砕流による地形や岩塊の

点在の様子がよくわかる。また，南西麓には，

溶岩流による斜面の地形がいくつか見られる蓬

さらに，西側の足元方向には，津江岩屑なだ
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れ堆積物とそれにともなう小規模の流れ山地

形が観察できる。

この地点の露頭は，大きく，はっきりして

おり，また，この地域の中では，阿蘇起源の

火砕流堆積物をはじめ，広域テフラとして重

要なAT火山灰やK-Ah火山灰が，さらに，

Kj-Pl,殿原スコリアといったこの地域で

重要なテフラ層の重なりを見ることができ，

とても大切な露頭である。

(5)由布岳西麓の池代火砕流

この地点は，当初,巡検地になっていなかっ

たが，時間に余裕もあり，2日目の巡検に関

連があり，大切な内容であることから，急遮

取り入れられた。ここは，湯布院町市街地か

ら，自衛隊湯布院駐屯地前を通り，塚原へ向

かう途中にある。由布岳西麓である。

なだらかな斜面に岩塊が点在している。こ

れは，地点(3)でも見られた光景である。池代

火砕流は，約2000年前の由布岳の噴火活動

で出現した溶岩ドームの崩壊による火砕流堆

積物である。この地点では岩塊表面に見られ

るクーリングジョイントを観察した。岩塊表

面に急冷却によってできた割れ目ができるo

片面にだけこれが観察できるものばかりであ

る。これは，溶岩が上昇して，表面が外気と

接触して急冷されると，表面は収縮して，表

面にほぼ垂直なひび（節理）が入る。そしてニ

ドームカ糊壊したときばらばらに割れてしまっ

たからである。このことから，もともと，こ

こにあったものでなく，火砕流によって運ば

れてきたものであることがわかるoこのよう

な岩塊は，雲仙普賢岳の溶岩ドームの崩壊の

ときにも見られた（写真3)o

(6)塚原温泉

2日目の最初の巡検は塚原温泉の上の珪酸

白土の採石場に1995年に出現した泥火山で

ある。事前に別府白土砿業へ連絡し，塚原温

泉へ駐車させていただくことと泥火山の見学

の許可を得ていた。私有地であることと噴気

地帯であるので火山ガスによる事故の心配も

あるので，事前に連絡が必要である。

温泉駐車場から10分ほどで泥火山に到着

した。前日の雨のせいか吹き上げる泥の量と

激しさが下見のときより増していたようだo








